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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

西

谷

正

一
、

ﾍ
じ
め
に

　
筆
者
は
、
前
稿
で
予
告
し
た
よ
う
に
、
今
回
は
、
朝
鮮
半
島
の
近
世
・
李
朝
考
古
学
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
課
題
に
つ

い
て
も
、
す
で
に
早
く
か
ら
問
題
に
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
や
研
究
成
果
に
は
目
を
見
は
る
べ
き
重
要
な
も

の
が
少
な
く
な
い
。

　
さ
て
、
日
本
列
島
で
お
よ
そ
六
十
年
間
続
い
た
南
北
朝
の
動
乱
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
南
北
両
朝
が
合
体
し
た
同
じ
一
三
九
二
年

に
、
朝
鮮
半
島
で
は
武
将
で
あ
っ
た
李
葉
軸
が
高
麗
王
朝
を
倒
し
、
朝
鮮
王
朝
を
建
て
た
。
開
京
（
開
城
）
で
王
位
に
つ
い
た
李
成

桂
す
な
わ
ち
太
祖
は
、
急
激
な
人
心
の
動
揺
を
防
ぐ
た
め
に
、
最
初
は
国
号
も
そ
の
ま
ま
高
麗
と
し
た
が
、
や
が
て
ま
も
な
く
翌
年

に
朝
鮮
と
改
め
た
。
そ
し
て
、
人
心
を
一
新
す
る
た
め
、
首
都
を
漢
陽
（
漢
城
）
つ
ま
り
現
在
の
大
韓
民
国
の
首
都
・
ソ
ウ
ル
に
移

し
た
。
太
祖
は
、
仏
教
に
代
っ
て
儒
教
と
り
わ
け
朱
子
学
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
政
治
・
教
育
の
根
本
理
念
と
し
た
。
外
交
面
で
は
、

中
国
の
明
と
の
間
で
、
朝
貢
・
回
虫
形
式
の
往
来
を
頻
繁
に
行
っ
た
。
建
国
直
後
は
不
安
定
で
あ
っ
た
政
権
も
、
太
宗
代
に
な
る
と

王
権
が
確
立
し
、
ま
た
、
両
班
官
僚
制
と
封
建
制
（
農
奴
制
）
を
基
軸
と
す
る
国
家
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
続
く
十
五
世
紀
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〇
六

の
世
宗
・
世
祖
・
成
宗
の
こ
ろ
に
は
、
李
朝
の
諸
制
度
と
文
物
も
完
成
し
、
中
央
集
権
的
な
政
治
体
制
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
支
配
階
級
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
土
地
制
度
の
乱
れ
に
伴
う
勲
旧
宰
相
の
大
土
地
所
有
は
、
土
地

分
配
の
恵
沢
を
受
け
ら
れ
な
い
新
進
特
認
た
ち
の
不
満
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
新
進
士
民
の
問
で
、
党
争
と
呼
ば
れ
る

政
権
掌
握
の
抗
争
へ
と
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
李
朝
社
会
自
体
の
矛
盾
と
分
裂
に
加
え
て
、
十
六
世
紀
末
の
嘉
辰
・
隷
下
倭
乱
す
な

わ
ち
文
禄
・
慶
長
の
役
と
、
十
七
世
紀
前
半
の
丁
卯
・
丙
子
胡
乱
つ
ま
り
清
の
丁
卯
・
上
子
の
乱
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
中
国

か
ら
の
外
部
勢
力
の
侵
略
を
受
け
て
国
土
は
荒
廃
し
、
国
家
財
政
も
枯
渇
し
た
。
そ
の
結
果
、
兵
制
や
税
制
が
改
編
さ
れ
る
］
方
で
、

農
民
た
ち
に
不
当
な
課
税
が
行
わ
れ
、
か
れ
ら
の
政
府
に
対
す
る
反
抗
意
識
を
助
長
さ
せ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
現
わ
れ
始
め
た
惨
但
た
る
社
会
の
現
実
と
、
中
国
の
清
を
通
じ
て
入
っ
て
き
た
考
証
学
や
西
洋
の
文
物
か
ら
の
影

響
を
受
け
て
、
実
学
が
胎
頭
し
た
。
他
方
、
全
国
各
地
で
農
民
た
ち
の
反
乱
が
起
っ
た
の
で
、
大
瓶
君
は
内
政
改
革
を
実
施
し
た
が
、

対
外
的
に
は
世
界
情
勢
に
う
と
く
鎖
国
政
策
を
と
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
江
華
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
開
国
さ
れ
る
に
い
た
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
両
班
官
僚
た
ち
の
や
た
ら
な
圧
迫
と
農
民
の
反
抗
か
ら
東
端
の
乱
が
起
り
、
日
・
清
な
ど
外
国
勢
力
の

介
入
と
口
清
戦
争
の
勃
発
へ
向
わ
せ
た
。
こ
う
し
て
一
八
九
七
年
に
、
親
日
派
を
追
い
出
し
て
親
露
的
な
政
府
で
あ
る
大
韓
帝
国
が

成
立
し
た
。
そ
の
後
、
日
露
戦
争
で
勝
利
を
得
た
日
本
は
、
大
韓
帝
国
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
利
権
を
独
占
し
て
、
｝
九
一

〇
年
（
明
治
四
三
）
に
日
韓
併
合
に
関
す
る
条
約
を
契
機
に
、
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
化
を
果
し
た
。
こ
こ
に
五
一
八
年
間
に
わ
た
る

李
朝
の
歴
史
は
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
漢
陽
の
遺
跡

　
前
述
し
た
と
お
り
、
李
朝
の
首
都
は
漢
面
す
な
わ
ち
現
在
の
ソ
ウ
ル
に
あ
っ
た
。
盲
窓
桂
は
、
太
祖
三
年
（
一
三
九
四
）
十
月
に

君
命
へ
行
き
、
宗
廟
と
社
稜
の
地
を
定
め
、
翌
四
年
二
月
に
工
事
を
始
め
た
が
、
同
年
九
月
に
は
宗
廟
と
正
宮
で
あ
る
景
福
宮
の
建



設
を
竣
工
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
五
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
漢
陽
は
政
治
・
経
済
・
文
化
・
軍
事
・
交
通
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

こ
こ
は
、
北
と
南
に
そ
れ
ぞ
れ
北
漢
山
・
北
岳
山
と
南
岸
山
・
冠
岳
山
が
そ
び
え
、
そ
し
て
、
中
央
部
に
漢
江
が
東
か
ら
西
へ
と
流

れ
て
自
然
の
要
害
を
な
す
と
い
う
、
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
地
理
的
好
条
件
を
備
え
て
い
る
。

　
太
祖
は
、
そ
の
四
年
（
＝
二
九
五
）
に
都
城
と
し
て
、
北
の
北
岳
山
・
南
の
南
山
・
東
の
賂
山
・
西
の
仁
北
山
を
結
ぶ
よ
う
に
、

ほ
ぼ
円
形
に
全
長
約
一
八
・
五
キ
ロ
の
城
壁
を
築
い
た
。
山
岳
部
は
石
塁
で
あ
っ
た
が
、
平
地
部
は
土
塁
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
土

塁
部
分
も
石
塁
に
改
修
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
一
部
は
部
分
的
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。
城
門
は
四
大
門
と
四
小
門
あ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
、
崇
鳥
居
（
南
大
門
）
・
興
仁
之
門
（
東
大
門
）
な
ど
が
若
干
現
存
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
羨
望
門
は
ソ
ウ
ル
に
あ
る
木
造
建

物
と
し
て
は
最
古
で
、
韓
国
の
国
宝
第
一
号
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
お
よ
そ
二
十
平
方
キ
ロ
余
り
の
城
郭
都
市
の
北
半
部
に
は
、
太
祖
以
来
、
景
福
宮
・
昌
徳
宮
・
昌
子
宮
・
慶
竜
宮
・
徳
寿
宮
の
五

つ
の
宮
殿
が
造
営
さ
れ
た
が
、
そ
の
位
置
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
慶
煕
宮
を
除
く
と
、
他
は
往
時
の
面
影
を
比
較
的
に
よ
く
残
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
景
福
宮
に
つ
い
て
は
大
正
五
年
目
一
九
一
六
）
に
着
工
し
、
十
年
後
に
は
完
成
し
た
旧
・
朝
鮮
総
督
府
の
巨
大

な
建
物
が
、
一
九
九
六
年
に
解
体
、
撤
去
さ
れ
て
以
来
、
復
元
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
と
く
に
正
殿
の
あ
る
治
朝
、
政
院
の
あ
る
外

朝
、
そ
し
て
、
寝
殿
を
中
心
と
す
る
内
朝
の
う
ち
、
当
朝
が
復
元
工
事
の
主
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
工
事
に
先
立
っ
て
、

地
下
遺
構
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
調
査
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
三
個
年
を
費
し
て
、
康
調
進
・
延
生
殿
・
慶
成
殿
・
交

野
殿
・
含
元
殿
・
欽
五
三
な
ど
の
遺
構
群
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
例
を
欽
敬
閣
跡
で
見
る
と
、
雑
石
を
円
形
に
配
し
た
根
石

群
の
一
部
と
オ
ン
ド
ル
施
設
が
検
出
さ
れ
た
（
第
1
図
）
。
ち
な
み
に
、
天
文
・
気
候
・
時
刻
を
担
当
し
た
欽
上
郡
は
、
世
宗
二
十
年

（
一

l
三
八
）
に
創
建
さ
れ
た
後
、
文
禄
の
役
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
宣
祖
二
十
五
年
（
一
五
九
二
）
ま
で
存
続
し
た
。
ま
た
、
一
九

九
四
年
に
は
、
ソ
ウ
ル
市
立
博
物
館
新
築
建
設
工
事
に
際
し
、
慶
煕
宮
古
か
ら
、
礎
石
・
オ
ン
ド
ル
・
井
戸
・
排
水
路
な
ど
の
遺
構

群
や
大
量
の
陶
磁
器
な
ど
の
遺
物
を
出
土
し
た
。
現
存
す
る
号
音
宮
の
絵
図
面
と
の
対
比
か
ら
、
そ
れ
ら
は
里
馬
堂
・
至
孝
閣
や
そ
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図

　
面

　
平

　
元

　
復

　
定

　
推

　
構

　
遺

　
代

π
－
，
先



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

の
付
属
建
物
の
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。

　
首
都
の
外
郭
城
は
、
北
の
北
漢
山
城
と
南
方
の
南
漢
山
城
で
あ
る
。

備
さ
れ
た
城
壁
・
城
内
が
容
易
に
調
査
で
き
る
。

南
漢
山
城
の
場
合
、
行
宮
跡
の
礎
石
群
や
見
事
に
復
元
、
整

三
、
邑
城
・
建
築
遺
構

　
李
朝
の
地
方
都
市
は
邑
と
呼
ば
れ
た
が
、
ふ
つ
う
石
築
の
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
邑
城
と
い
わ
れ
る
。
李
朝
の
邑
城
は
、
全

国
に
三
三
〇
前
後
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
邑
城
の
遺
跡
は
各
地
に
残
る
が
、
邑
城
に
対
す
る
発
掘
調
査
が
少
な
か
ら
ず

行
わ
れ
、
そ
し
て
、
総
合
的
な
研
究
や
個
別
具
体
的
な
研
究
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
の
一
つ
と
し
て
、
首

都
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
京
畿
道
の
水
原
城
あ
る
い
は
華
城
が
あ
る
。
世
祖
十
三
年
（
一
七
八
九
）
に
、
そ
れ
以
前
に
設
置
さ
れ
て
い

た
都
甲
府
・
鎮
を
八
達
山
の
東
麓
に
移
し
、
広
州
郡
の
二
つ
の
面
を
編
入
し
た
後
、
正
祖
十
七
年
（
一
七
九
三
）
の
末
か
ら
翌
年
初

に
か
け
て
築
城
が
開
始
さ
れ
、
三
個
年
近
く
の
歳
月
を
費
し
て
、
正
祖
二
十
年
（
一
七
九
六
）
の
秋
に
完
成
し
て
い
る
。
邑
城
の
規

模
や
築
城
技
術
な
ど
の
工
事
概
況
は
、
『
華
城
城
役
儀
軌
』
に
詳
し
い
。
城
壁
は
、
八
達
山
の
稜
線
か
ら
山
麓
に
か
け
て
、
周
囲
お
よ

そ
五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
め
ぐ
る
。
城
壁
に
は
、
南
門
で
あ
る
八
達
門
を
は
じ
め
と
し
て
、
甕
城
形
式
の
四
個
所
の
門
櫻
、
七
つ
の
ア
ー

チ
状
の
水
門
を
も
つ
華
黒
門
な
ど
、
北
と
南
に
二
つ
の
水
門
、
随
所
に
全
部
で
八
個
所
の
維
城
の
ほ
か
、
暗
明
五
、
敵
台
四
、
弩
台

二
、
空
心
敏
三
、
峰
激
一
、
砲
楼
五
、
将
台
二
、
角
楼
四
、
舗
舎
三
な
ど
の
諸
施
設
が
あ
る
。
城
内
に
は
、
行
宮
・
客
舎
・
華
請
館
・

華
寧
殿
・
城
神
祠
な
ど
の
主
要
建
物
群
が
配
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
城
外
に
は
、
社
稜
壇
・
文
宣
王
廟
・
迎
華
亭
・
杭
眉
墨
な
ど
も
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
完
成
度
の
高
い
城
郭
を
見
る
と
、
正
比
が
こ
こ
を
離
宮
と
し
、
小
京
城
と
し
て
造
営
し
た
事
情
が
容
易
に
理
解
で

き
よ
う
。
筆
者
は
、
一
九
七
八
年
九
月
二
十
六
日
に
城
壁
を
一
周
し
て
踏
査
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
東
壁
の
一
部
が
復
元
工
事
中
で
あ
っ

た
の
で
、
城
壁
断
面
の
構
造
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
た
。
華
城
は
、
朝
鮮
戦
争
の
折
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
復
元
工
事
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が
行
わ
れ
た
。
筆
者
が
一
九
六
八
年
十
月
二
日
に
は
じ
め
て
現
地
を
踏
査
し
た
と
き
、
す
で
に
そ
の
工
事
が
一
部
で
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
四
個
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
た
本
格
的
な
復
元
工
事
が
竣
工
し
、
往
時
の
堂
々
と
し
た
面
影
を
見
せ
て
く
れ
る
。
現
在
、

立
派
に
整
備
さ
れ
た
華
城
は
、
一
九
九
七
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
比
較
的
早
い
時
期
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
例
と
し
て
、
釜
山
市
東
莱
区
の
東
莱

邑
城
が
あ
り
、
一
九
七
九
年
に
西
将
台
と
望
月
山
山
頂
建
物
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
そ
の
後
、
復
元
整
備
さ
れ
た
。
翌
一
九
八
○
年

か
ら
一
九
八
一
年
に
か
け
て
は
、
忠
清
南
国
岬
山
郡
の
海
美
邑
城
の
邑
城
内
部
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
官
衙
の
大
門
や
客
舎
な
ど
の
遺

構
（
第
2
図
上
）
や
陶
磁
器
・
瓦
博
な
ど
遺
物
を
検
出
し
た
。
現
在
、
城
郭
内
外
の
民
家
群
が
撤
去
さ
れ
、
遺
跡
公
園
と
な
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
こ
こ
は
、
成
宗
二
十
二
年
（
一
四
九
一
）
の
築
造
に
よ
り
、
城
壁
は
周
囲
三
千
二
百
尺
近
い
規
模
を
有
し
た
が
、
英
祖

朝
ま
で
に
六
千
六
百
尺
余
り
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
一
九
八
四
年
以
前
に
、
全
羅
北
道
高
傲
郡
の

高
倣
邑
城
の
内
部
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
海
美
邑
城
と
と
も
に
城
郭
内
部
の
構
造
解
明
に
役
立
と
う
。
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
問

に
、
邑
城
の
調
査
は
一
段
と
進
ん
だ
。
一
九
九
一
年
に
発
掘
さ
れ
た
、
慶
尚
弓
道
巨
済
郡
の
古
県
城
跡
は
、
世
宗
の
時
期
二
四
三

二
年
）
か
ら
顕
宗
四
年
（
一
六
六
三
年
）
ま
で
使
用
さ
れ
た
邑
城
跡
で
あ
る
。
都
市
化
が
進
む
中
で
の
現
状
を
記
録
す
る
べ
く
、
部

分
的
な
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
規
模
・
構
造
に
関
し
て
、
正
確
な
全
体
像
が
把
握
さ
れ
、
ま
た
、
城
壁
・
甕
城
・
雑

城
な
ど
の
基
礎
資
料
が
得
ら
れ
た
（
第
2
図
下
）
。
慶
尚
北
道
薬
日
郡
の
長
薯
邑
城
は
、
山
城
的
位
置
に
築
か
れ
た
邑
城
と
し
て
知
ら

れ
る
。
保
存
状
態
の
よ
い
こ
の
邑
城
に
対
し
て
、
保
存
を
目
指
し
た
分
布
・
測
量
調
査
が
一
九
九
一
年
に
実
施
さ
れ
た
。
ご
く
最
近

で
は
一
九
九
八
年
に
、
慶
尚
南
道
金
海
市
の
邑
城
跡
の
城
壁
の
一
部
が
道
路
工
事
に
関
連
し
て
発
掘
さ
れ
た
。
ま
た
｝
九
九
九
年
に

慶
尚
地
道
の
上
州
城
の
真
北
門
が
、
復
元
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
目
的
で
発
掘
さ
れ
、
「
晋
州
継
嗣
」
と
の
対
比
研
究
が
進
ん
だ
。

　
「
晋
州
城
図
」
を
見
る
と
、
邑
城
の
内
外
に
お
そ
ら
く
民
家
と
思
わ
れ
る
同
じ
よ
う
な
建
物
群
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
金
海
市
の
亀

山
洞
遺
跡
は
金
海
邑
城
の
二
期
か
ら
北
方
に
一
・
五
キ
ロ
以
内
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
が
、
こ
こ
で
李
朝
前
期
の
礎
石
建
物
跡
二
棟
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

二

（
第
3
図
）
や
土
器
・
陶
器
（
第
4
図
）
・
屋
根
瓦
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
一
方
、
慶
尚
南
品
薄
山
市
の
無
去
洞
玉
睨
遺
跡
の
調
査
例

の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
ま
で
竪
穴
式
住
居
が
遺
存
し
て
お
り
、
作
り
付
け
竈
を
備
え
る
も
の
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
竪
穴
式
住

居
跡
は
、
京
畿
道
広
急
白
の
春
宮
里
遺
跡
や
、
忠
清
南
道
保
寧
市
の
竹
清
里
遺
跡
な
ど
で
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
蔚
山
市
の
夫
谷
洞

　
　
の
レ

遺
跡
で
は
、
瓦
葺
礎
石
建
物
と
竪
穴
式
住
居
の
遺
構
が
十
六
世
紀
初
～
中
ご
ろ
に
同
時
併
存
し
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
住
居
群

の
相
互
の
関
係
が
問
題
に
な
ろ
う
。

　
ほ
か
の
建
築
遺
構
に
は
、
一
九
八
八
年
に
発
掘
さ
れ
た
慶
尚
北
道
融
化
郡
の
太
白
前
史
庫
跡
が
注
目
さ
れ
る
。
太
白
山
史
庫
は
、

文
禄
・
慶
長
の
役
の
直
後
に
当
た
る
宣
祖
三
十
九
年
（
一
六
〇
六
）
に
設
置
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
ま
で
営
ま
れ
た
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』

の
保
管
所
の
一
つ
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
太
白
山
史
冊
を
構
成
し
た
建
物
群
に
対
す
る
規
模
・
配
置
状
況
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
（
第
5
図
）
。
慶
尚
北
道
大
儒
広
域
市
寿
漁
区
の
芦
辺
洞
で
発
掘
さ
れ
た
樗
蒲
壇
の
遺
跡
も
稀
有
な
調
査
例
で
あ
る
。
丘
陵
頂

上
部
に
設
け
ら
れ
た
基
壇
は
、
お
よ
そ
南
北
二
十
四
メ
ー
ト
ル
に
東
西
十
六
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
有
し
、
そ
の
上
に
南
北
五
・
五
メ
ー

ト
ル
に
東
西
五
・
ニ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
社
稜
壇
を
築
い
て
い
た
。

四
、
生
産
関
係
遺
跡

　
李
朝
に
限
ら
ず
、
朝
鮮
考
古
学
全
般
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
は
、
生
産
関
係
遺
跡
の
調
査
や
研
究
が
十
分
な
展
開
を
見
て
い
な

い
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
陶
磁
器
窯
跡
の
発
掘
は
主
と
し
て
陶
磁
史
も
し
く
は
美
術
史
の
分
野
を
中
心
に
比

較
的
順
調
に
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
李
朝
と
い
え
ば
白
磁
で
あ
る
。
そ
の
窯
跡
は
、
ソ
ウ
ル
に
近
い
京
畿
道
の
広
州
郡
を
中
心
に

一
大
窯
跡
地
帯
を
形
成
し
、
二
百
五
十
個
所
以
上
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
司
甕
院
直
属
の
縮
緬
で
あ
る
広
州
分
院
の

窯
跡
に
対
す
る
徹
底
し
た
分
布
調
査
と
伴
出
墓
誌
と
の
比
較
な
ど
に
も
と
づ
い
て
、
十
四
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
ま
で
が
、
文
禄
・

慶
長
の
役
を
境
に
前
期
と
中
・
後
期
に
編
年
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
州
郡
の
窯
跡
群
の
う
ち
、
中
部
高
速
道
路
工
事
に
関
連
し
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

一
六

て
発
掘
さ
れ
た
奨
川
里
五
号
窯
跡
と
仙
束
里
二
・
三
号
窯
跡
の
調
査
成
果
は
重
要
で
あ
る
。
こ
と
に
、
焚
川
里
五
号
窯
跡
で
は
登
り

窯
と
と
も
に
作
業
場
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
（
第
6
図
上
）
、
ま
た
、
嘉
靖
三
十
三
年
（
一
五
五
四
）
銘
の
白
磁
陰
刻
墓
誌
片
（
第
6
図

下
）
が
出
土
し
て
、
窯
構
造
と
白
磁
の
編
年
に
基
準
と
な
る
資
料
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ

一
九
六
四
年
に
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
道
藤
里
一
号
窯
跡
や
、
一
九
九
三
年
に
や
は
り
学
術
的
に
試
掘
調
査
さ
れ
た
牛
山
里
二
号
窯

跡
の
成
果
も
貴
重
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
純
白
磁
を
主
と
し
て
、
染
付
・
象
嵌
白
磁
・
純
青
磁
・
象
嵌
青
磁
・
中
国
明
染
付
片
と
と

も
に
、
各
種
の
窯
道
具
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
と
に
純
白
磁
に
は
、
鉢
・
皿
・
圷
・
碗
等
々
各
種
の
悪
形
が
見
ら
れ
た
。
十
六
世
紀

初
ご
ろ
の
所
産
と
さ
れ
る
。
後
者
の
牛
山
軍
二
号
窯
跡
で
も
、
純
白
磁
の
ほ
か
染
付
・
象
嵌
白
磁
・
青
磁
・
土
器
・
測
器
や
窯
道
具

類
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
内
用
」
銘
が
印
刻
さ
れ
た
灰
青
色
白
磁
皿
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
「
内
用
」
と
い
う
の
は
、

司
甕
院
管
掌
下
で
王
室
の
「
御
用
四
望
」
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
く
焼
玉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
分
院
が
あ
っ
た
広
州
以
外
の
地
方
の
白
磁
窯
跡
の
調
査
も
進
ん
で
い
る
。
全
羅
南
道
光
州
広
域
市
の
忠
孝
洞
窯
跡
は
そ
の
代
表
的

な
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
吉
礼
用
の
粉
青
祭
器
の
研
究
な
ど
を
生
ん
で
い
る
。
同
じ
く
全
甲
南
道
長
城
郡
の
大
都

里
一
帯
に
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
わ
た
る
粉
青
沙
器
と
白
磁
の
窯
跡
が
二
十
個
所
ほ
ど
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
個

所
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
窯
構
造
が
よ
く
わ
か
る
良
好
な
状
態
で
窯
跡
が
調
査
さ
れ
る
と
同
時
に
、
周
辺
に
お
い
て
、
小
形

窯
・
水
簸
坑
・
煉
土
場
・
建
物
跡
な
ど
の
付
属
施
設
も
い
っ
し
ょ
に
検
出
さ
れ
た
。
全
羅
廻
道
で
は
、
高
命
郡
の
雲
豊
里
に
お
い
て
、

粉
青
沙
器
の
窯
跡
が
分
布
調
査
の
後
、
発
掘
さ
れ
た
。
一
方
、
忠
清
南
三
遷
州
郡
の
鶏
龍
山
は
、
主
と
し
て
粉
青
沙
器
あ
る
い
は
三

島
な
ど
各
種
陶
器
の
窯
業
地
帯
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
窯
も
基
本
的
に
は
、
前
代
以
来
の
焼
成
部
が
長
い
単
室

の
登
り
窯
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
全
関
南
道
の
各
地
の
ほ
か
長
髪
郡
で
も
、
短
い
焼
成
部
が
連
な
っ
た
連
湿
式
の
も
の
も

認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
十
七
世
紀
ご
ろ
に
焼
造
さ
れ
た
鉄
絵
白
磁
は
、
前
述
の
と
お
り
官
財
が
あ
っ
た
広
州
を
中
心
に
、
民
窯
と

し
て
京
畿
道
の
龍
仁
郡
や
聖
岳
の
ほ
か
、
公
州
や
忠
清
北
道
の
塊
山
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
江
原
道
の
鉄
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

八

原
郡
の
よ
う
な
北
方
か
ら
も
窯
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
も
、
李
朝
陶
磁
器
生
産
に
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
陶
磁
器
窯
跡
に
続
い
て
、
瓦
窯
跡
の
発
掘
調
査
も
よ
う
や
く
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

た
と
え
ば
、
慶
尚
早
道
昌
寧
郡
の
余
割
里
と
昌
原
市
上
谷
里
（
第
7
図
）
で
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
相
次
い
で

発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
と
も
に
地
下
式
登
り
窯
が
良
好
な
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。
操
業
年
代
に
つ
い
て
は
、
出
土
瓦
や

熱
残
留
磁
気
測
定
法
に
よ
る
年
代
測
定
か
ら
、
蟹
草
里
窯
跡
が
李
朝
前
期
の
十
五
世
紀
代
、
そ
し
て
、
上
谷
里
窯
跡
が
李
朝
初
期
の

十
五
世
紀
前
半
初
に
、
そ
れ
ぞ
れ
想
定
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
早
く
一
九
七
七
年
に
発
掘
さ
れ
た
慶
尚
北
道
奥
州
市
の
東
方
洞
の
瓦

窯
跡
も
同
じ
よ
う
に
良
好
な
調
査
例
で
あ
る
が
、
こ
と
に
第
一
号
窯
跡
で
は
、
「
乾
魚
登
口
」
銘
軒
瓦
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
操
業
期

間
が
十
八
世
紀
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
た
。
全
羅
南
道
潭
陽
型
の
龍
渕
里
窯
跡
は
、
一
九
九
七
年
に
発
掘
さ
れ
た
が
、
海
抜
四
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
峡
谷
に
あ
る
龍
漱
寺
の
専
用
瓦
窯
と
し
て
向
い
側
に
位
置
す
る
。
そ
し
て
、
操
業
期
間
は
、
李
朝
時
代
前
期
末
か
ら
中
・

後
半
期
と
さ
れ
た
。
な
お
、
瓦
に
対
す
る
自
然
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

　
生
産
関
係
遺
跡
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
成
果
は
、
一
九
九
二
年
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
、
光
州
広
域
市
金
谷
洞
の
海
抜

約
四
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
地
点
に
お
け
る
鉄
お
よ
び
鉄
器
生
産
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
五
～
十
六
世
紀
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
、

精
錬
か
ら
鉄
器
の
鍛
造
お
よ
び
鉄
塊
の
選
別
に
い
た
る
一
連
の
工
程
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
7
｝

　
そ
の
ほ
か
、
生
産
関
連
で
は
、
畑
や
水
路
の
遺
構
が
蔚
山
市
無
去
洞
玉
翰
遺
跡
な
ど
で
調
査
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
慶
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
道
金
陵
郡
の
松
竹
里
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
環
濠
は
、
珍
し
く
李
朝
の
所
産
で
あ
る
。
慶
尚
南
道
重
陽
郡
の
守
山
堤
は
潅
概
用
水
に

係
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
年
代
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
岩
盤
を
ト
ン
ネ
ル
式
に
掘
墾
し
た
水
門
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

世
祖
九
年
（
一
四
六
三
）
の
築
造
記
録
に
見
え
る
水
門
か
ど
う
か
確
か
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
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李
朝
考
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二
〇

五
、
港
湾
遺
跡

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
七
九
年
に
実
施
さ
れ
た
慶
尚
南
道
者
海
市
の
熊
川
齋
浦
遺
跡
の
調
査
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
調
査
そ
の

も
の
は
入
り
江
の
埋
め
立
て
工
事
に
伴
う
緊
急
発
掘
で
あ
っ
た
が
、
水
中
考
古
学
の
調
査
と
併
行
し
て
行
わ
れ
た
、
は
じ
め
て
の
港

湾
遺
跡
に
対
す
る
調
査
で
あ
っ
た
（
第
8
図
）
。
齋
浦
と
い
う
と
、
太
宗
七
年
（
一
四
〇
七
）
に
、
乃
而
害
す
な
わ
ち
齋
浦
を
倭
に
開

港
し
て
い
ら
い
、
倭
館
を
置
き
、
そ
こ
に
居
住
す
る
日
本
人
は
恒
居
倭
人
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
交
易
港
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
や
が
て
潜
居
倭
人
の
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
中
に
は
密
貿
易
を
行
う
者
が
現
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
李
朝
政
府
は
取

締
り
を
強
化
す
る
と
、
倭
人
が
一
五
一
〇
年
（
中
情
念
・
永
正
七
）
に
反
乱
を
起
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
直
後
に
齋
浦
鎮

城
の
前
方
に
当
た
る
海
辺
に
倭
に
対
す
る
防
御
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
木
柵
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
て
い
し

十
点
余
り
の
土
器
・
陶
磁
器
を
中
心
と
す
る
、
瓦
・
船
舶
部
材
・
刻
字
木
片
・
銅
鏡
・
黒
蓋
・
銅
匙
・
礫
石
・
鹿
角
な
ど
が
採
集
さ

れ
た
。
・
二
面
で
は
、
倭
館
の
調
査
が
未
着
手
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
熊
川
の
王
城
・
邑
城
・
倭
城
、
さ
ら
に
は
「
こ
も
が
い
」
の
名
で

知
ら
れ
る
陶
磁
器
の
窯
跡
な
ど
と
と
も
に
、
統
一
的
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

六
、
関
防
遺
跡
・
山
城
・
蜂
燧
台
・
倭
城

　
迎
撃
に
お
け
る
倭
人
の
反
乱
は
、
他
の
富
山
浦
（
釜
山
）
や
塩
浦
（
諸
山
）
の
反
乱
と
合
わ
せ
て
三
浦
の
乱
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ

以
後
、
沿
海
地
帯
に
お
け
る
関
防
が
強
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
邑
城
の
石
築
化
や
、
邑
城
を
補
完
す
る
水
軍
営
鎮
の
城
墜
構
築
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
関
防
の
城
郭
は
李
朝
初
期
か
ら
築
か
れ
て
お
り
、
兵
営
城
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

慶
尚
達
道
馬
山
市
の
合
浦
城
は
、
高
麗
末
期
か
ら
李
朝
初
期
の
こ
ろ
に
築
造
さ
れ
た
、
慶
尚
右
道
兵
馬
節
度
使
営
の
兵
営
鎮
（
城
）

と
い
わ
れ
る
。
一
九
九
一
年
に
、
遺
存
部
分
の
復
元
を
前
提
と
す
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
石
築
の
城
壁
・
雑
城
や
木
造
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

二
二

の
建
物
跡
な
ど
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
じ
く
慶
尚
南
道
の
蔚
山
市
に
あ
る
兵
営
鎮
（
城
）
跡
が
、
一
九
八
五
年
に
都
市
計

画
に
関
連
し
、
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
北
門
跡
一
帯
の
復
元
整
備
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
こ
の
城
跡
は
、
太
宗

十
五
年
（
一
四
一
五
）
に
築
か
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
丘
陵
地
と
渓
谷
を
取
り
囲
む
よ
う
に
築
か
れ
た

包
谷
式
、
平
面
楕
円
形
で
周
濠
を
伴
う
平
地
城
で
あ
り
、
石
築
の
城
壁
に
は
雑
城
を
随
所
に
設
け
、
ま
た
、
城
門
は
甕
城
形
式
を
と
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
構
造
解
明
に
役
立
つ
資
料
が
蓄
積
さ
れ
た
。
さ
て
、
前
述
の
水
軍
営
鎮
の
遺
跡
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
ず
、
南
海
岸
地
域
で
は
、
釜
山
広
域
市
水
鼠
取
の
慶
尚
宙
水
営
城
跡
が
一
九
九
八
年
に
、
復
元
整
備
の
た
め
発
掘
調
査
さ
れ
、

ま
た
、
慶
尚
南
道
統
営
市
で
一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
た
、
統
制
営
運
簿
堂
跡
の
発
掘
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
者
は
、
諸
宗
四
年
（
一
六

七
八
）
年
に
第
五
十
七
代
の
サ
統
制
使
が
築
造
し
、
李
朝
末
期
ま
で
二
百
九
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て
機
能
し
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。

調
査
の
結
果
、
「
統
営
鰯
雲
」
に
見
え
る
圭
冠
諭
す
な
わ
ち
統
制
使
の
執
務
室
の
建
物
遺
構
や
陶
磁
器
・
三
番
・
銅
銭
な
ど
の
遺
物
が

見
つ
か
っ
た
。
つ
い
で
、
西
海
岸
地
域
に
あ
た
る
忠
清
南
道
鉦
川
郡
の
長
南
鎮
城
が
、
一
九
九
六
～
一
九
九
七
年
に
発
掘
さ
れ
て
注

目
に
値
す
る
。
こ
こ
は
、
三
国
時
代
百
済
か
ら
高
麗
を
経
て
李
朝
に
い
た
る
ま
で
、
西
海
岸
か
ら
内
陸
に
進
入
す
る
非
常
に
重
要
な

場
所
に
立
地
し
、
永
年
に
わ
た
っ
て
水
軍
営
鎮
が
置
か
れ
た
。
現
存
す
る
周
囲
約
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
石
築
の
城
郭
は
、
中
宗
九

年
（
一
五
一
四
）
に
完
成
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
十
八
世
紀
中
葉
に
製
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
海
東
地
図
」
に

よ
る
と
、
こ
の
鎮
城
に
は
、
民
戸
百
六
十
八
戸
、
舟
師
東
伍
軍
二
百
二
十
九
名
、
軍
古
米
二
百
石
婦
斗
、
戦
船
一
隻
、
兵
船
一
隻
、

伺
着
船
一
隻
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
を
記
録
す
る
。
全
体
に
わ
た
る
地
形
測
量
や
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
城
郭
構
造
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
ま
た
、
土
器
・
陶
磁
器
・
瓦
・
認
容
・
銅
銭
な
ど
豊
富
な
遺
物
も
出
土
し
た
。

　
前
述
し
た
華
城
（
水
原
城
）
や
、
全
羅
南
工
高
興
郡
の
鋪
浦
落
城
は
、
平
地
邑
城
と
山
城
の
折
衷
様
式
で
あ
る
平
山
城
に
属
す
る
。

ま
た
、
や
は
り
前
述
し
た
蔚
山
市
の
兵
営
鎮
城
の
よ
う
に
、
邑
城
と
兼
ね
備
え
た
例
も
知
ら
れ
る
が
、
中
央
・
地
方
の
城
郭
都
市
に

は
、
し
ば
し
ば
逃
げ
城
と
し
て
の
山
城
を
伴
っ
て
い
る
。
李
朝
の
こ
の
種
の
遺
跡
発
掘
は
、
国
防
史
跡
と
し
て
、
復
元
整
備
を
前
提



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
す
る
場
合
が
多
い
。
平
山
城
様
式
の
東
莱
邑
城
も
、
前
述
の
と
お
り
、
章
台
や
門
楼
を
復
元
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
べ
く

発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
釜
山
広
域
市
内
の
東
莱
邑
城
が
文
禄
・
慶
長
の
役
で
陥
落
し
た
こ
と
に
顧
み
て
築
造
さ
れ
た
の
が
、
釜
山
郊
外

に
あ
る
金
井
山
城
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
北
門
跡
復
元
の
目
的
で
、
慶
尚
北
道
亀
尾
市
を
中
心
に
築
か
れ
た
金
鳥
山
城
が
調
査

さ
れ
た
。
京
畿
道
金
浦
市
の
文
殊
山
城
は
、
道
路
拡
張
工
事
に
伴
っ
て
一
九
九
五
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
山
城
は
、
本
土
側
の
甲

串
津
と
合
わ
せ
て
江
華
島
へ
の
入
口
を
守
る
べ
く
、
丁
年
二
十
年
（
一
六
九
四
）
に
築
か
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
丙
寅
洋
擾
（
一
八
六
六
）

当
時
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
の
間
で
熾
烈
な
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
城
壁
や
門
楼
が
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
を
契
機
に
、

城
門
や
城
壁
が
部
分
的
に
復
元
整
備
さ
れ
た
。
京
畿
道
高
陽
市
の
揚
州
山
城
は
、
文
禄
の
役
の
折
、
宣
祖
二
十
六
年
（
一
五
九
三
）

に
埋
草
将
軍
が
宇
喜
多
秀
家
ら
の
大
軍
を
打
ち
破
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
土
塁
の
発
掘
（
第
9
図
）
を
通
じ
て
、
出
土

し
た
土
器
か
ら
見
て
初
築
が
統
一
新
羅
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
李
朝
の
山
城
は
、
古
代
以

来
し
ば
し
ば
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
忠
清
北
道
清
原
郡
の
上
上
山
城
の
場
合
、
も
と
も
と
三
国
時
代
新
羅
の
山
城
で
あ
っ
た
が
、
一

九
七
七
年
に
発
見
さ
れ
た
絵
図
に
よ
る
と
、
李
朝
の
粛
宗
四
十
二
年
（
一
七
一
六
）
当
時
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
一

九
七
七
年
に
地
表
調
査
が
実
施
さ
れ
た
後
、
復
元
整
備
が
行
わ
れ
た
。
百
済
後
期
の
首
都
に
位
置
し
た
扶
蘇
山
城
で
は
、
頂
上
部
で

炭
化
穀
物
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
軍
倉
跡
が
推
定
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
一
・
一
九
八
二
年
に
行
わ
れ
た
発

掘
調
査
の
結
果
、
現
在
地
表
に
見
え
る
礎
石
群
は
百
済
の
も
の
が
転
用
さ
れ
た
も
の
で
、
穀
物
と
と
も
に
李
朝
に
再
利
用
し
た
と
き

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
黄
海
北
道
平
山
郡
の
太
白
山
城
も
、
高
句
麗
以
来
た
び
た
び
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

李
朝
の
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
で
は
聖
業
山
城
と
見
え
る
が
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
に
か
け
て
大
き
く
修
築
さ
れ
た
こ

ろ
、
太
白
山
城
と
改
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
の
場
合
、
周
囲
二
四
二
五
メ
ー
ト
ル
の
山
城
に
関
し
て
、
『
平
山
郡
誌
』
が
軍
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

編
成
や
塩
・
食
料
・
武
器
な
ど
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
て
、
山
城
の
状
況
を
よ
く
伝
え
る
。

　
邑
城
・
山
城
と
の
関
連
で
興
味
深
い
遺
跡
に
、
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
の
峰
燧
台
（
狼
煙
台
）
が
あ
る
。
李
朝
の
峰
燧
制
度
は
、

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

一
ニ
ニ
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世
宗
代
（
一
四
一
八
～
一
四
五
〇
）
に
整
備
さ
れ
、
李
朝
末
期
の
徳
宗
二
十
一
年
（
一
八
九
五
）
に
峰
燧
軍
が
解
体
、
廃
止
さ
れ
る

ま
で
続
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ソ
ウ
ル
の
木
曜
山
（
南
山
）
と
各
地
が
五
つ
の
路
線
で
結
ば
れ
た
。
た
と
え
ば
、
第
五
炬
に
当
た
る
全

羅
南
道
順
天
市
の
突
山
島
か
ら
ソ
ウ
ル
ま
で
、
直
線
で
約
八
百
キ
ロ
の
距
離
を
、
六
十
二
基
の
峰
叩
台
を
経
由
し
て
七
時
間
を
要
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ノ

た
と
も
い
わ
れ
る
。
最
近
と
く
に
、
南
海
岸
地
域
で
い
く
つ
か
の
峰
燧
台
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
慶
尚
南
道
梁

山
郡
の
圓
寂
山
峰
燧
台
（
第
1
0
図
上
・
下
）
は
、
標
高
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
圓
下
山
の
頂
上
部
に
立
地
し
、
『
東
国
輿
地
勝
覧
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
峰
燧
の
こ
と
は
、
李
朝
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
梁
山
郡
邑
誌
』
に
も
見
え
、
峰
燧
台
に
お
け
る
兵
員
・

使
用
物
品
な
ど
を
非
常
に
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
が
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
建
物
の
構
造
や
峰
燧
台
の
長
軸
方
向
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
記
録
と
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
に
遺
存
し
な
い
物
品
に
お
い
て
も
、
記
録
と
大
差
が
な
か
っ
た
も
の
と
予
想
さ

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ゆ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

れ
た
。
峰
燧
台
の
遺
跡
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
山
城
で
礫
石
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
高
句
麗
・
高
麗
い
ら
い
石
戦
が
重
要
な
側
面

を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
山
城
や
峰
燧
台
に
関
連
し
て
、
文
禄
・
慶
長
の
役
つ
ま
り
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
の
際
に
日
本
の
豊
臣
秀
吉
が
築
造
し
た
、
い
わ
ゆ
る

亀
城
は
朝
鮮
南
部
で
少
な
か
ら
ず
知
ら
れ
る
。
現
在
も
、
慶
尚
南
道
か
ら
全
羅
獄
道
に
い
た
る
海
岸
地
帯
で
二
十
数
基
が
比
較
的
よ

く
遺
存
し
て
い
る
。
倭
城
の
調
査
と
研
究
は
、
日
本
人
研
究
者
が
精
力
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
倭
城
吐
研
究
会
や
城

郭
談
話
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
綿
密
な
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
個
別
具
体
的
な
研
究
を
展
開
し

て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
韓
国
側
で
も
、
す
で
に
早
く
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
近
で
は
、
倭
城
と
し
て
は
最
東
端
に
位

置
す
る
慶
尚
南
道
の
蔚
山
城
が
、
一
九
八
五
年
に
土
地
区
画
整
理
事
業
を
契
機
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
本
丸
東
方
の
外
郭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
お
ヒ

に
当
た
り
、
土
塁
・
木
柵
・
石
垣
な
ど
か
ら
な
る
捲
構
（
外
曲
輪
）
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
第
1
1
図
）
。

　
倭
城
に
対
し
て
、
嶺
東
地
方
か
ら
ソ
ウ
ル
に
通
じ
る
小
白
山
越
え
の
鳥
嶺
路
で
は
、
倭
兵
の
北
進
を
防
ぐ
べ
く
設
置
さ
れ
た
聞
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

関
門
や
鳥
嶺
院
跡
が
一
九
七
七
年
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
豪
州
山
城
で
の
昇
平
と
の
戦
闘
で
大
き
な
役
割
を
果
た

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

二
五
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

し
た
火
車
つ
ま
り
木
製
の
一
種
の
戦
車
の
製
作
所
跡
が
、

で
あ
る
。

二
八

全
羅
南
道
長
城
郡
の
山
中
で
見
つ
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明

七
、
寺
院
跡
と
仏
教
遺
物

　
さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
李
朝
に
は
一
般
的
に
排
仏
誕
が
と
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
最
近
で
は
一
部
で
、
李
朝
の
仏
教
政
策

に
対
す
る
再
評
価
も
行
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
各
地
で
見
ら
れ
る
寺
院
の
多
く
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
で
災
禍
を
受
け

た
後
の
十
七
、
八
世
紀
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
廃
櫨
と
な
っ
た
遺
構
群
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
事
前
調

査
と
し
て
の
発
掘
が
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
全
羅
皇
道
長
興
郡
の
宝
林
寺
の
境
内
で
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
大
寂
光
殿
は
、
現
存
す
る
建
物
よ
り
か
な
り
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、
普
照
禅
師
霊
塔
碑
の
周
辺
に
碑
殿
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
康
煕
二
十
五
年
目
↓
六
八
六
）
の
碑
殿
重
創
記
事
を
裏
づ
け
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

全
羅
南
全
霊
厳
郡
の
事
事
寺
で
も
、
同
じ
よ
う
に
復
元
を
前
提
と
し
た
発
掘
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（
第
1
2
図
上
）
。
そ
の
ほ
か
、
緊
急

発
掘
や
学
術
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
京
畿
道
楊
州
郡
の
檜
岩
寺
は
、
王
家
と
の
係
わ
り
の
あ
る
寺
院
と
さ
れ
る
が
、
試
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
宮
閾
と
寺
院
の
建
築
が
混
合
し
た
特
異
な
李
朝
初
期
の
伽
藍
配
置
の
可
能
性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
全
羅
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

道
和
順
郡
の
公
林
寺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
高
麗
初
期
に
創
建
さ
れ
た
後
、
十
五
世
紀
初
か
ら
十
六
世
紀
初
に
廃
寺
と
な
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
当
時
ま
で
あ
っ
た
十
余
棟
の
建
物
群
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
、
「
公
林
寺
」
銘
平
瓦
な
ど
の
遺
物

が
多
数
出
土
し
た
。

　
京
畿
道
容
顔
州
市
の
奉
遷
寺
に
は
、
光
海
君
十
二
年
（
一
六
二
〇
）
に
、
王
世
子
の
幸
福
無
強
を
祈
願
し
て
王
室
の
発
願
で
浮
屠

殿
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
舎
利
荘
厳
具
と
と
も
に
舎
利
塔
が
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
寺
院
境
内
地
に
築
か
れ
た
石
塔
は
、

統
一
新
羅
あ
る
い
は
高
麗
の
伝
統
様
式
を
継
承
し
た
場
合
が
多
い
。
そ
の
点
で
も
、
寺
院
跡
と
合
わ
せ
て
石
塔
の
研
究
を
通
じ
て
、
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李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

三
〇

李
朝
仏
教
の
性
格
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
仏
教
関
係
の
遺
物
で
は
、
ま
ず
、
寺
院
跡
に
お
い
て
大
量
に
出
土
す
る
屋
根
瓦
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
瓦
の
物
量
は
相

当
な
も
の
で
あ
る
が
、
古
代
・
中
世
の
瓦
研
究
と
比
べ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
考
古
学
的
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過

言
で
な
い
実
情
に
あ
る
。
ち
な
み
に
屋
根
瓦
は
、
寺
院
だ
け
で
な
く
、
宮
殿
・
官
衙
・
城
郭
・
住
宅
な
ど
に
も
葺
か
れ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
っ
て
、
屋
根
瓦
一
般
の
研
究
の
展
開
が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
た
と
え
ば
、
忠
清
南
道
心
川
郡
の
白
蓮
遺

跡
に
お
い
て
、
血
書
四
十
一
年
（
一
五
六
二
）
在
銘
瓦
と
蓮
華
文
軒
丸
瓦
が
伴
出
し
た
り
し
て
、
基
礎
と
な
る
資
料
の
蓄
積
も
進
ん

で
い
る
。
つ
ぎ
に
、
梵
鍾
は
、
李
朝
に
な
る
と
製
作
手
法
が
拙
劣
に
な
り
、
ま
た
、
撞
座
が
な
く
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
、
天
人
像
に

代
わ
っ
て
菩
薩
像
が
顕
著
に
な
る
な
ど
と
い
っ
た
特
色
を
備
え
る
。
し
か
し
、
古
代
・
中
世
の
梵
鍾
に
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
に
も
衰

退
化
が
著
し
く
、
い
わ
ゆ
る
平
壌
鍾
な
ど
の
分
析
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
、
江
原
道
金
剛
山
の
内
金
剛
に
当
た
る
銀
井
谷
で
発
見
さ
れ
た
、
仏
教
遺
物
の
一
括

資
料
は
き
わ
め
て
重
要
で
、
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
個
の
白
磁
壷
の
中
か
ら
、
高
さ
十
セ
ン
チ
の
小
型
金
銅
製
仏
像
が
ト
体

と
、
銅
製
の
仏
壇
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
像
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
布
に
記
さ
れ
た
文
字
か
ら
、
仏
像
が
李
朝
初
期

の
景
泰
二
年
（
一
四
五
一
）
に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
仏
教
信
仰
に
関
す
る
内
容
を
記
し
た
紙
の
ほ
か
、
五
薬
（
人

参
・
甘
草
・
桂
皮
・
附
子
・
茄
子
）
、
五
香
（
梅
檀
香
・
百
舌
香
・
沈
水
香
・
丁
字
香
・
安
息
香
）
、
各
種
の
玉
類
や
宝
石
な
ど
が
検

出
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
で
は
、
忠
清
南
墨
摺
山
郡
の
伽
椰
山
麓
か
ら
、
李
朝
初
期
の
完
形
の
陶
製
菩
薩
坐
像
が
出
土
し
て
お
り
、
仏
教

遺
物
に
対
す
る
総
合
的
な
研
究
が
待
た
れ
る
。

八
、
墳
　
　
墓

李
朝
の
墳
墓
に
関
し
て
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
に
王
陵
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
首
都
の
近
郊
に
多
く
営
造
さ
れ
た
王
陵
群
の



一
つ
で
、
京
畿
道
九
里
市
の
広
大
な
丘
陵
地
に
あ
る
東
九
陵
が
挙
げ
ら
れ
る
（
第
1
2
図
下
）
。
東
九
陵
は
、
首
都
の
王
宮
か
ら
東
方
に

約
四
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
こ
は
、
太
宗
八
年
（
一
四
〇
八
）
の
太
祖
の
金
元
陵
に
始
ま
り
、
文
筆
・
明
輝
顕
徳
王
后

の
顕
陵
、
宣
祖
・
同
妃
酪
仁
王
后
・
継
電
仁
穆
王
后
の
理
法
、
顕
宗
・
同
妃
明
聖
王
后
の
崇
陵
、
仁
祖
二
世
壮
烈
王
后
の
徽
陵
、
景

宗
南
端
酪
王
后
の
生
半
、
超
群
・
同
坐
妃
貞
純
王
后
の
元
陵
、
耳
触
・
同
妃
孝
顕
王
后
・
粗
卑
法
定
王
后
の
土
製
、
そ
し
て
、
哲
宗

六
年
（
一
八
五
五
）
の
文
祖
翼
皇
帝
（
孝
明
世
子
）
・
同
妃
静
定
翼
皇
后
の
簿
記
ま
で
、
九
陵
一
七
位
の
王
と
后
妃
の
陵
墓
か
ら
な
っ

て
い
る
。
九
号
の
選
地
に
当
た
っ
て
は
、
僧
の
無
学
が
適
地
を
選
定
し
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
九
陵
一
つ
一
つ
の
吉

地
が
物
色
さ
れ
た
と
こ
ろ
結
局
こ
こ
に
帰
着
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
太
宗
の
時
期
に
、
中
国
の
明
使
ら
が
健
元
陵
を
巡

視
し
た
と
き
、
そ
の
山
勢
の
妙
な
る
こ
と
を
感
嘆
し
た
よ
う
に
、
東
九
曜
の
立
地
す
る
地
勢
が
風
水
地
理
の
理
論
に
合
致
す
る
有
数

の
場
所
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
東
九
陵
と
い
う
名
称
は
、
緩
陵
が
九
番
目
に
砂
上
さ
れ
た
哲
葬
六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
自

明
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
東
五
星
と
か
東
心
誤
の
名
で
呼
ば
れ
た
。
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
個
々
の
陵
墓
は
、
小
形
の
円
墳
で
、

墳
採
寸
に
は
化
粧
石
と
、
そ
の
周
囲
に
石
欄
干
を
ま
わ
し
、
ま
た
、
そ
の
前
方
に
は
、
陵
墓
を
守
護
す
る
か
の
よ
う
に
、
石
人
・
石

獣
な
ど
を
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
墳
丘
の
あ
る
丘
陵
南
方
の
平
地
に
は
、
碑
閣
・
丁
字
閣
・
紅
幽
門
な
ど
の
建
造
物
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
王
・
后
妃
陵
で
は
、
世
宗
・
昭
憲
王
后
と
顕
徳
王
后
な
ど
の
若
干
の
王
后
陵
の
発
掘
調
査
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
昭
憲
王

后
は
世
宗
二
十
八
年
（
一
四
四
六
）
に
昇
遽
し
た
と
き
、
京
畿
道
広
州
郡
に
英
陵
が
築
造
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
右
室
つ
ま
り
西
室
を

王
の
寿
陵
と
し
た
が
、
世
宗
が
昇
遽
後
に
そ
こ
に
合
葬
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
馬
匹
論
が
出
て
、
英
陵
は
容
宗
元
年
（
一
四
六
九
）
に

現
在
の
京
畿
道
駆
州
郡
に
遷
葬
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
当
初
の
陵
は
旧
英
陵
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
旧
英
陵
が
一
九
七
三
年
と
翌
年
の
二

度
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
石
室
構
造
や
副
葬
品
な
ど
李
朝
初
期
の
王
陵
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と

な
っ
た
。
京
畿
道
県
興
郡
の
顕
徳
王
后
の
廃
陵
跡
は
、
一
九
八
二
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
、
石
羊
・
床
石
・
長
台
石
な
ど
の
石
造
物
が

採
集
さ
れ
た
。
王
族
で
は
、
正
祖
の
父
に
当
た
る
三
下
世
子
（
一
七
三
五
～
一
七
六
二
）
の
隆
陵
が
京
畿
道
華
城
郡
に
あ
り
、
一
九

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

ご
＝
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二

八
九
年
に
調
査
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
李
朝
の
陵
で
初
め
て
玄
室
内
で
四
神
図
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
早
く
一
九
六
二
年
に
、
ソ

ウ
ル
特
別
市
城
北
区
で
発
見
さ
れ
た
太
宗
の
王
世
子
で
あ
る
温
尼
君
清
士
の
墳
墓
で
は
、
石
塁
内
に
木
棺
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、

銅
製
匙
・
箸
一
対
に
、
壷
・
皿
各
二
点
と
い
う
質
素
な
副
葬
品
で
あ
っ
た
。

　
王
陵
と
の
関
連
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
胎
室
の
問
題
で
あ
る
。
胎
室
は
、
要
す
る
に
、
王
・
王
妃
・
大
君
・
公
主
・
君
・
翁
主
な

ど
、
王
族
の
胎
盤
を
収
め
た
石
室
な
ど
の
施
設
で
あ
る
。
髄
室
に
関
す
る
儀
軌
や
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
な
ど
の
文
献
史
料
で
は
、
胎

封
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
王
室
は
こ
れ
を
重
要
視
し
た
。
そ
の
よ
う
な
胎
室
の
一
つ
で
あ
る
、
成
宗
十
七
年
（
一
四
八
六
）
に
出
生
し

た
王
女
・
福
蘭
の
胎
室
が
一
九
九
一
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
「
王
女
福
蘭
胎
室
」
と
記
し
た
石
碑
の
地
下
か
ら
、
石
製

合
子
や
陶
磁
器
が
出
土
し
た
。
合
子
は
す
で
に
盗
掘
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
白
磁
胎
壷
と
胎

誌
石
が
東
国
大
学
校
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
王
女
の
胎
室
の
構
造
や
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
京
畿
道
高

陽
市
に
あ
る
西
三
栄
の
陵
域
内
に
は
、
太
宗
な
ど
二
十
一
名
の
王
の
胎
室
と
、
王
子
・
公
主
・
翁
主
の
胎
室
三
十
三
基
が
一
個
所
に

集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
朝
鮮
総
督
府
が
一
九
三
六
年
と
翌
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
破
壊
ま
た
は
損
失
防
止
と
い
う
管
理
上

の
名
目
で
、
全
国
に
散
在
し
て
い
た
胎
室
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年
に
な
っ
て
、
韓
国
政
府
の
文
化
財
管

理
局
が
、
胎
碑
石
群
の
整
備
と
、
そ
の
下
部
構
造
の
確
認
作
業
と
し
て
、
五
十
四
基
中
の
三
基
が
発
掘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二

十
代
の
景
宗
、
第
二
十
四
代
の
憲
宗
、
そ
し
て
、
第
八
代
容
宗
の
王
世
子
に
当
る
仁
城
大
君
の
胎
室
が
調
査
さ
れ
て
、
白
磁
胎
壷
や

胎
誌
石
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
な
お
、
胎
室
に
対
す
る
基
礎
的
研
究
も
進
ん
で
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
級
官
僚
や
両
班
の
墳
墓
の
中
に
は
、
心
慮
の
一
部
を
模
倣
し
た
よ
う
な
立
派
な
も
の
も
あ
る
が
、
｝
般
庶
民
の
墳

墓
は
輪
転
と
呼
ば
れ
て
、
か
ん
た
ん
な
も
の
が
多
い
。
初
期
に
は
、
外
部
に
石
人
や
望
柱
石
な
ど
の
石
造
施
設
物
を
配
置
し
、
そ
し

て
、
土
塙
内
に
石
間
を
築
い
て
木
棺
を
安
置
す
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
昨
年
、
慶
尚
南
道
密
陽
市
で
調
査
さ
れ
た
朴
栩
墓
（
第
1
3
図

上
）
は
、
そ
の
典
型
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
珍
し
く
も
側
壁
に
人
物
図
な
ど
の
壁
画
が
見
ら
れ
た
（
第
1
3
図
下
）
。
ち
な
み
に
、
朴
靖
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三
四

は
、
検
出
さ
れ
た
誌
面
に
よ
る
と
、
朝
奉
大
夫
司
宰
少
監
の
経
歴
を
持
ち
、
永
楽
庚
子
年
（
一
四
二
〇
）
に
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
故

郷
に
埋
葬
さ
れ
た
。
朴
栩
の
よ
う
な
高
級
官
僚
の
墳
墓
に
対
し
て
、
一
般
庶
民
の
墳
墓
の
↓
例
と
し
て
、
忠
清
南
道
保
野
市
の
竹
清

里
K
a
遺
跡
一
号
木
棺
墓
（
第
1
4
図
）
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
る
。
李
朝
前
期
の
民
謡
の
発
掘
で
注
口
さ
れ
る
の
は
、
慶
尚
南
道

面
海
市
の
徳
山
里
遺
跡
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
に
、
高
速
道
路
建
設
工
事
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
調
査
で
、
実
に
二
百
九
十
三
基
に

の
ぼ
る
↓
大
共
同
墓
地
が
全
掘
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
石
室
墓
十
一
基
（
横
口
式
石
室
墓
十
基
・
竪
穴
式
石
榔
墓
一
基
）
、
木
棺
鰻
・

土
墳
墓
二
百
六
十
七
基
、
野
面
墓
六
基
、
小
形
甕
棺
墓
九
基
か
ら
な
る
。
出
土
遺
物
に
は
、
陶
磁
器
、
銅
製
匙
・
箸
・
鏡
、
ガ
ラ
ス

製
玉
、
銅
銭
な
ど
が
あ
り
、
十
五
～
十
六
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
さ
れ
る
。
民
墓
は
や
が
て
変
容
し
、
十
五
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
土

壌
内
に
木
棺
を
収
め
て
か
ら
石
灰
を
詰
め
る
、
い
わ
ゆ
る
灰
榔
墓
が
出
現
す
る
。
慶
尚
南
道
居
昌
郡
の
屯
馬
丁
で
、
一
九
七
一
年
に

発
掘
さ
れ
た
灰
榔
墓
で
は
、
土
壊
の
側
壁
に
寵
室
を
設
け
、
そ
こ
に
白
磁
の
明
器
五
種
十
点
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
明
器
に
は
、
人

や
馬
の
像
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
章
動
墓
の
良
好
な
調
査
事
例
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
ま

た
、
一
般
の
墳
墓
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
時
と
し
て
、
磁
器
・
石
・
土
製
な
ど
の
墓
誌
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
も
進
ん
で

い
る
。
な
お
、
高
僧
に
あ
っ
て
は
、
火
葬
墓
が
営
ま
れ
た
。
全
蛭
藻
道
昇
州
郡
の
松
広
寺
に
あ
る
普
照
国
師
廿
露
塔
は
、
そ
の
一
例

で
あ
る
。
一
九
三
一
年
の
修
理
工
事
に
際
し
て
、
世
宗
十
年
（
一
四
二
八
）
に
入
寂
し
、
同
1
2
年
に
埋
葬
さ
れ
た
高
峯
和
尚
の
遺
骨

が
、
粉
青
剥
地
蓮
魚
文
の
骨
壷
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

九
、
陶
磁
器

　
李
朝
の
遺
物
で
は
、
陶
磁
器
の
研
究
が
突
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
陶
磁
史
あ
る
い
は
美
術
史
の
分
野
で

行
わ
れ
て
お
り
、
考
古
学
の
手
法
に
よ
る
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
李
朝
陶
磁
は
、
高
麗
時
代
に
優
る
と
も
け
っ
し
て
劣

ら
な
い
独
自
の
発
達
を
見
た
。
つ
ま
り
、
実
用
的
で
堅
実
さ
が
第
一
義
的
に
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
簡
潔
で
純
粋
さ
を
尊
ぶ
風
潮
は
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白
磁
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
李
朝
陶
磁
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
文
禄
・
慶
長
の
役
を
境
と
し
て
、
大
き
く
前
・
後
の
二
時
期
に

分
け
ら
れ
る
。
前
期
に
は
、
高
麗
の
象
嵌
青
磁
の
流
れ
を
引
い
た
粉
青
沙
器
が
し
ば
ら
く
残
る
が
、
や
が
て
純
白
磁
に
主
流
を
譲
っ

て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
つ
ま
り
文
禄
・
慶
長
の
役
後
、
西
国
の
諸
大
名
に
連
行
さ
れ
て
き
た
李
朝
の
製
陶
技
術
者
が
、
日
本
の
近
世

陶
磁
器
の
展
開
に
と
っ
て
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
期
に
は
、
十
五
世
紀
中
葉
に
、
中
国

の
青
華
白
磁
す
な
わ
ち
染
付
の
影
響
を
受
け
て
、
李
朝
独
自
の
染
付
が
作
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
が
、
後
期
に
入
る
と
、
そ
の
全
盛
期

を
迎
え
た
。
そ
の
ほ
か
、
鉄
絵
磁
器
・
辰
砂
磁
器
・
天
目
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
粉
青
沙
器
は
、
粉
粧
灰
青
善
導
器
の
略
称
で
、
口
留
で
は
三
島
・
三
島
手
と
か
刷
毛
目
な
ど
の
名
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
李
朝
前
期
の
代
表
的
な
陶
磁
器
で
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
に
、
高
麗
青
磁
の
技
法
を
継
承

し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
灰
色
も
し
く
は
灰
黒
色
の
良
質
の
粘
土
を
材
料
と
し
、
白
土
で
化
粧
し
て
か
ら
、
そ
の
上
に
灰
青
色

の
粕
薬
を
か
け
て
い
る
。
器
表
面
の
調
整
手
法
に
よ
っ
て
、
大
き
く
象
嵌
系
と
白
土
系
に
大
別
で
き
よ
う
。
象
嵌
系
は
い
わ
ゆ
る
三

島
に
当
た
り
、
象
嵌
を
施
し
た
も
の
と
、
そ
れ
を
簡
素
化
し
て
、
細
か
い
文
様
を
押
し
た
印
花
文
と
が
あ
る
。
白
土
系
は
い
わ
ゆ
る

刷
毛
目
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
さ
ら
に
刷
毛
で
白
土
を
塗
っ
た
り
、
粉
引
と
も
い
わ
れ
て
、
器
を
白
土
液
に
浸
し
て
化
粧

し
た
も
の
、
白
土
の
化
粧
を
ヘ
ラ
で
掻
い
て
青
磁
色
を
発
色
さ
せ
る
も
の
で
、
彫
刷
毛
目
と
か
彫
三
島
と
呼
ば
れ
る
が
、
下
地
を
広

く
削
っ
た
り
、
そ
の
ま
ま
外
形
だ
け
を
線
刻
し
た
り
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
絵
刷
毛
目
・
絵
三
島
あ
る
い
は
鶏
龍
山
と
も
い
わ
れ
、

白
土
化
粧
の
表
面
に
鉄
砂
で
草
花
・
鳥
・
魚
な
ど
の
文
様
を
描
い
た
も
の
な
ど
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
粉
青
沙
器
に
つ
い
て
、
資
料

集
成
や
総
合
的
な
研
究
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
官
窯
で
あ
っ
た
司
欝
欝
の
分
院
で
の
実
態
か
ら
李
朝

前
期
の
陶
磁
に
対
す
る
貴
重
な
研
究
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
高
麗
時
代
に
す
で
に
出
現
し
て
い
た
白
磁
は
、
李
朝
に
入
っ
て
完
成
し
た
。
中
国
の
元
末
明
初
の
白
磁
の
影
響
を
受
け
、

深
い
粕
を
も
っ
た
見
事
な
白
磁
が
で
き
あ
が
っ
た
。
前
期
つ
ま
り
十
四
世
紀
末
以
後
に
は
、
母
地
に
鉄
分
が
含
ま
れ
ず
、
雪
の
よ
う



に
白
い
純
白
磁
が
生
ま
れ
た
。
器
形
に
は
、
深
鉢
・
広
口
壷
・
皿
な
ど
が
あ
り
、
無
文
の
も
の
が
多
い
。
後
期
す
な
わ
ち
十
七
世
紀

に
入
る
と
、
白
磁
の
二
色
は
青
味
が
か
り
、
さ
ら
に
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
透
明
性
を
失
い
、
濁
っ
た
白
色
粕
へ
と
変
化
す
る
。

こ
の
こ
ろ
の
白
磁
の
誓
言
に
は
、
広
口
壷
・
長
卵
形
壷
・
各
種
の
祭
器
・
V
字
形
の
大
型
品
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
陰
刻
・
陽
刻
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

透
し
彫
り
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
李
朝
の
白
磁
全
般
、
李
朝
後
期
の
白
磁
に
お
け
る
新
し
い
傾
向
と
か
、
文
様
な
ど
に
つ
い
て
も
個
別

的
な
研
究
が
知
ら
れ
る
。

　
白
磁
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
白
の
清
潔
感
を
愛
す
る
李
朝
人
に
も
っ
と
も
好
ま
れ
た
。
青
華
白
磁
つ
ま
り
染
付
が
出
現
し

た
後
も
、
『
光
息
出
日
記
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
の
前
半
ご
ろ
、
一
時
は
、
染
付
が
王
世
子
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
白
磁

が
王
の
専
用
品
と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
青
華
白
磁
は
、
白
磁
と
並
ん
で
李
朝
陶
磁
の
双
壁
と
も
い
え

よ
う
。
そ
も
そ
も
青
華
白
磁
は
、
『
世
祖
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
十
年
（
｝
四
六
四
）
に
全
羅
里
道
の
順
天
で
、
土
青
つ
ま
り
顔
料

が
採
掘
さ
れ
た
後
、
容
宗
元
年
（
一
四
六
九
）
に
、
焼
造
が
開
始
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
青
華
白
磁
に
関
し
て
、
李
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
け
る
創
造
性
の
問
題
、
終
末
期
の
様
相
、
そ
し
て
、
毒
茸
白
磁
の
諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
が
見
ら
れ
た
。
最
後
に
、

十
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
焼
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鉄
絵
白
磁
に
関
連
し
て
、
酸
化
鉄
を
主
原
料
と
す
る
顔
料
で
あ
る
鉄
砂
に
つ
い
て

　
　
　
　

の
研
究
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

十
、
日
朝
交
流
史

　
さ
き
に
、
倭
城
の
問
題
に
触
れ
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
、
日
本
側
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
負
の
歴
史
の
遺
産
に
つ
い
て
言
及

し
た
。
一
方
、
日
本
と
李
朝
の
間
で
展
開
し
た
交
流
の
歴
史
の
考
古
学
的
検
討
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
出
土
の
李
朝

陶
磁
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
各
地
で
、
十
五
世
紀
初
ご
ろ
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ろ
の
李
朝
陶
磁
が
検
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
の
出
土
状
況
か
ら
、
注
文
品
と
し
て
の
彫
三
島
や
釜
山
窯
系
製
品
の
意
義
が
考

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

＝
二
七



李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

三
八

察
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
李
朝
陶
磁
の
技
術
移
転
に
伴
っ
て
成
立
し
た
唐
津
焼
に
対
し
て
、
李
朝
陶
磁
と
の
比
較
か
ら
近
世
的
な
窯
業

の
萌
芽
を
見
出
そ
う
と
し
た
優
れ
た
研
究
が
見
ら
れ
た
。
釜
山
に
あ
っ
た
草
露
倭
館
で
は
、
対
馬
藩
が
い
わ
ゆ
る
釜
山
窯
を
営
ん
だ

が
、
対
馬
の
金
石
城
跡
か
ら
は
釜
山
窯
の
製
品
で
あ
る
御
本
茶
碗
が
多
量
に
出
土
し
た
。
そ
の
際
、
李
朝
の
屋
根
瓦
も
出
土
し
て
お

り
、
宗
貞
国
が
文
明
年
間
（
一
四
七
〇
ご
ろ
）
に
復
興
し
た
国
分
寺
に
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
李
朝
も
し
く
は
李
朝
系
の
屋
根
瓦
は
、
日
本
の
各
地
で
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
出
土
し
て
、
交
流
史
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と

い
え
よ
う
。
最
後
に
、
李
朝
と
近
世
日
本
と
の
関
係
史
と
い
え
ば
、
善
隣
友
好
の
外
交
を
基
本
と
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
往
来
は
最
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
遺
跡
で
あ
る
唐
戸
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
大
い
に
展
開
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
分
野
で
は

あ
る
。

　
以
上
、
李
朝
時
代
を
め
ぐ
る
考
古
学
の
諸
問
題
十
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
の
成
果
を
中
心
に
紹
介
し
、
ま
た
、
問
題
点
を

指
摘
し
た
。
こ
ん
こ
の
さ
ら
な
る
調
査
と
研
究
の
展
開
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
西
谷
正
、
一
九
九
九
「
高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
」
『
史
淵
』
第
．
眉
三
レ
六
輯
、
福
岡
。

（
2
）
　
西
谷
正
、
一
九
七
五
「
一
九
七
↓
年
に
お
け
る
朝
鮮
考
古
学
の
成
果
と
課
題
」
『
朝
鮮
考
古
学
報
』
＜
o
躍
、
東
京
。
西
谷
正
、

　
　
学
研
究
メ
モ
ー
5
1
李
朝
時
代
の
遺
跡
と
遺
物
」
『
同
朋
』
百
十
九
号
、
京
都
。

（
3
）
　
李
弘
植
編
、
一
九
七
七
『
完
壁
国
史
大
辞
典
』
大
栄
出
版
社
、
ソ
ウ
ル
。

（
4
）
　
李
哲
源
、
一
九
五
四
「
王
宮
史
』
東
国
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
。

（
5
）
　
文
化
財
管
理
局
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
五
『
景
福
宮
　
寝
殿
地
域
発
掘
調
査
報
告
書
』
ソ
ウ
ル
。

（
6
）
　
一
九
九
四
年
十
一
月
十
六
日
付
『
統
↓
日
報
』
に
よ
る
。
報
告
書
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
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未
見
で
あ
る
。

（
7
）
　
沈
正
輔
、
一
九
九
五
『
韓
国
邑
城
の
研
究
』
学
研
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
。

九
八
八
「
朝
鮮
考
占



（
8
）
　
リ
・
ヨ
ン
ミ
ン
、
一
九
九
〇
「
鏡
城
邑
城
の
城
壁
築
造
形
式
と
方
法
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
〇
年
第
三
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。
リ
．
ヨ

　
　
ン
ミ
ン
、
一
九
九
一
「
鏡
城
邑
城
の
城
郭
施
設
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
一
年
第
一
号
。

（
9
）
　
盧
永
九
、
一
九
九
九
「
朝
鮮
後
期
禁
制
変
化
と
華
城
の
城
郭
史
的
意
味
」
『
壁
書
学
報
』
第
八
十
八
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
1
0
）
　
丁
仲
喚
、
一
九
七
九
『
東
境
邑
城
西
将
台
・
望
月
山
頂
建
物
肚
発
掘
調
査
報
告
書
』
東
亜
大
学
校
博
物
館
、
釜
山
。

（
1
1
）
　
サ
武
嫡
、
一
九
八
一
『
海
美
邑
城
内
建
物
祉
発
掘
調
査
報
告
書
』
忠
南
大
学
校
博
物
館
・
瑞
山
臼
蓋
、
大
田
。

（
1
2
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
九
一
『
巨
済
古
歌
城
肚
』
『
東
亜
大
学
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
十
八
冊
、
東
亜
大
学
校
博
物
館
。

（
1
3
）
　
趙
由
典
・
車
勇
木
描
ほ
か
、
一
九
九
一
『
長
薯
邑
城
　
地
表
調
査
報
告
書
』
門
渡
文
化
財
研
究
所
。

（
1
4
）
　
鄭
義
道
・
安
城
賢
、
二
〇
〇
〇
『
晋
州
城
換
北
門
』
『
学
術
調
査
研
究
叢
書
』
第
二
輯
、
慶
南
文
化
財
研
究
院
・
雌
羊
市
。

（
1
5
）
　
た
と
え
ば
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
全
章
閣
所
蔵
「
晋
州
城
図
」
な
ど
が
あ
る
。

（
1
6
）
　
沈
奉
謹
・
朴
廣
春
、
一
九
九
九
『
金
海
亀
山
洞
遺
蹟
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
三
十
冊
子

（
1
7
）
　
李
相
吉
ほ
か
、
一
九
九
九
『
蔚
山
無
蓋
洞
玉
無
遺
蹟
』
慶
南
大
学
校
博
物
館
・
密
陽
大
学
校
博
物
館
。

（
1
8
）
　
漢
陽
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
八
「
広
州
春
宮
里
古
墳
お
よ
び
周
辺
地
域
発
掘
調
査
報
告
」
『
板
橋
～
九
里
・
新
葛
～
半
月
間
高
速
国
道
文
化
遺
蹟
発

　
　
掘
調
査
報
告
』
（
『
忠
北
大
学
校
博
物
館
調
査
報
告
』
第
二
十
三
冊
）
。

（
1
9
）
　
韓
国
文
化
財
保
護
財
団
、
二
〇
〇
〇
『
西
海
岸
高
速
道
路
（
藍
浦
～
熊
川
）
建
設
区
間
内
文
化
遺
蹟
発
掘
調
査
報
告
書
］
『
学
術
調
査
報
告
』
第
八
十

　
　
二
冊
、
韓
国
文
化
財
保
護
財
団
・
韓
国
道
路
公
社
。

（
2
0
）
　
金
株
南
ほ
か
、
二
〇
〇
〇
『
黒
山
市
夫
谷
洞
二
五
ニ
ー
五
番
地
一
帯
韓
国
O
山
王
○
幣
∩
β
∋
㈱
工
場
敷
地
発
掘
調
査
報
告
轡
』
『
学
術
調
査
報
告
書
』
第

　
　
八
十
六
冊
、
韓
国
文
化
財
保
護
財
団
・
韓
園
O
①
肩
（
）
冨
∩
富
∋
㈱
・
㈱
正
元
綜
合
産
業
。

（
2
1
）
　
李
明
植
、
一
九
八
八
『
太
白
古
史
十
指
発
掘
調
査
報
告
書
』
『
学
術
調
査
報
告
』
第
二
冊
、
大
患
大
学
校
博
物
館
。

（
2
2
）
　
鄭
良
護
・
サ
龍
二
・
金
得
豊
、
皿
九
八
六
『
韓
園
白
磁
陶
窯
堀
』
『
調
査
研
究
報
告
書
』
八
六
一
一
、
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
。

（
2
3
）
　
尊
墨
卿
・
羅
善
華
ほ
か
、
一
九
八
六
『
中
部
高
速
道
路
建
設
予
定
地
域
　
広
州
朝
鮮
白
磁
窯
堆
　
発
掘
調
査
報
告
一
焚
川
里
五
号
・
仙
東
軍
二
、
三
号

　
　
一
』
梨
花
女
子
大
学
校
博
物
館
・
韓
国
道
路
公
社
。

（
2
4
）
　
崔
淳
雨
、
一
九
六
五
「
広
州
道
道
里
白
磁
窯
跡
発
掘
調
査
略
報
」
『
考
古
美
術
』
第
六
巻
第
六
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
2
5
）
　
鄭
良
護
・
具
一
五
、
一
九
九
五
『
広
州
郡
道
千
里
白
磁
窯
堀
発
掘
調
査
報
告
書
－
道
馬
副
一
号
窯
肚
1
』
国
立
中
央
博
物
館
。

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

三
九



李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

四
〇

（
2
6
）
　
崔
健
・
李
鍾
蚊
・
揖
美
浄
、
一
九
九
五
『
広
州
牛
山
里
白
磁
窯
祉
』
『
海
蛍
陶
磁
美
術
館
学
術
叢
書
』
第
五
冊
、
海
里
陶
磁
美
術
館
・
天
眞
庵
聖
域
化

　
　
委
員
会
。

（
2
7
）
　
梨
花
女
子
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
三
『
朝
鮮
白
磁
窯
肚
発
掘
調
査
報
告
展
一
附
　
広
州
牛
山
十
九
号
窯
量
発
掘
調
査
報
告
1
』
『
梨
花
女
子
大
学
校

　
　
博
物
館
特
別
展
図
録
』
二
十
一
。

（
2
8
）
　
国
立
中
央
博
物
館
、
↓
九
九
二
『
広
州
忠
孝
洞
窯
跡
－
粉
青
沙
器
・
白
磁
窯
堆
積
層
調
査
1
』
ソ
ウ
ル
。

（
2
9
）
　
チ
ョ
ン
・
ソ
ラ
、
一
九
九
九
「
朝
鮮
前
期
吉
礼
用
筆
青
祭
器
研
究
－
忠
孝
洞
窯
坑
出
土
遺
物
を
中
心
と
し
て
一
」
『
美
術
史
学
研
究
』
二
二
一
二
。

（
3
0
）
　
崔
盛
洛
・
膳
立
鏑
・
韓
盛
旭
、
一
九
九
五
『
長
城
大
都
里
窯
跡
』
『
木
浦
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
三
十
五
冊
。

（
3
1
）
　
国
立
中
央
博
物
館
学
芸
研
究
室
、
一
九
九
九
「
高
群
雲
岱
里
陶
窯
祉
精
密
地
表
調
査
報
告
書
」
「
博
物
館
新
聞
］
第
三
百
四
十
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
3
2
）
　
朴
ヘ
フ
ン
、
二
〇
〇
〇
「
高
興
雲
立
素
面
青
沙
器
窯
跡
」
『
博
物
館
新
聞
』
第
三
百
四
十
六
号
。

（
3
3
）
　
金
ヨ
ン
ヂ
ン
、
一
九
八
七
「
李
朝
時
期
の
陶
磁
器
生
産
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
七
年
第
二
号
。

（
3
4
）
　
金
誠
亀
・
金
正
完
ほ
か
、
一
九
九
一
『
昌
寧
余
慶
里
瓦
窯
跡
』
『
国
立
晋
州
博
物
館
遺
跡
調
査
報
告
書
』
第
五
冊
、
国
立
晋
州
博
物
館
・
昌
寧
郡
。

（
3
5
）
　
金
具
亀
・
二
相
烈
ほ
か
、
］
九
九
二
『
明
朗
上
谷
里
帰
窯
跡
』
『
国
立
晋
州
博
物
館
遺
跡
調
査
報
告
書
』
第
六
冊
、
国
立
晋
州
博
物
館
・
昌
原
郡
。

（
3
6
）
　
金
誠
亀
・
朴
方
龍
、
一
九
九
三
『
慶
州
東
方
洞
瓦
窯
跡
』
国
立
慶
州
博
物
館
。

（
3
7
）
　
甲
サ
ン
ヒ
ョ
、
二
〇
〇
〇
「
鳴
子
龍
富
里
瓦
窯
跡
発
掘
調
査
」
『
博
物
館
新
聞
』
第
三
百
四
十
七
号
。

（
3
8
）
　
金
亨
順
、
二
〇
〇
〇
「
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
時
代
瓦
の
物
性
評
価
」
『
韓
国
上
古
史
学
報
』
第
三
十
二
号
。

（
3
9
）
　
池
健
吉
・
趙
現
品
・
李
南
面
、
一
九
九
三
『
無
等
山
金
谷
洞
i
朝
鮮
時
代
鉄
お
よ
び
鉄
器
生
産
遺
跡
一
』
『
国
立
光
州
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
二
十
五

　
　
冊
、
光
州
。

（
4
0
）
　
啓
明
大
学
校
博
物
館
、
］
九
九
四
『
開
校
四
十
周
年
記
念
　
金
陵
松
竹
里
遺
蹟
　
特
別
展
図
録
』
。

（
4
1
）
　
東
亜
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
三
『
密
陽
守
山
堤
水
門
祉
基
礎
調
査
報
告
書
』
。

（
4
2
）
　
沈
奉
謹
・
鄭
義
道
、
一
九
九
九
『
豊
海
齊
浦
水
中
遺
蹟
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
二
十
九
冊
。

（
4
3
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
九
五
『
韓
国
南
海
沿
岸
城
肚
の
考
古
学
的
研
究
』
学
研
文
化
社
。

（
4
4
）
　
車
勇
悉
、
一
九
八
八
『
高
麗
末
・
朝
鮮
前
期
対
倭
関
防
史
研
究
』
忠
南
大
学
校
博
士
学
位
論
文
。

（
4
5
）
　
東
亜
大
学
校
博
物
館
、
↓
九
九
一
『
馬
山
合
浦
城
祉
基
礎
調
査
報
告
書
』
。



（
4
6
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
八
六
『
鯉
山
玉
城
・
兵
営
城
吐
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
十
二
冊
。

（
4
7
）
　
鄭
義
道
ほ
か
、
二
〇
〇
〇
『
統
制
営
運
簿
堂
吐
』
『
学
術
調
査
研
究
叢
書
』
第
四
輯
、
統
営
市
・
慶
南
文
化
財
研
究
院
。

（
4
8
）
　
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
所
蔵
。

（
4
9
）
　
沈
正
輔
・
金
正
完
ほ
か
、
一
九
九
七
『
静
川
長
巌
開
城
』
『
国
立
扶
余
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
五
冊
、
国
立
正
筆
博
物
館
・
大
田
地
方
国
土
管
理

　
　
庁
。

（
5
0
）
　
韓
国
文
化
財
研
究
院
、
↓
九
七
九
『
金
井
山
城
　
伝
壊
台
吐
発
掘
調
査
画
報
臨
海
山
市
。

（
5
1
）
　
ヂ
容
鎭
、
一
九
八
五
『
金
鳥
山
城
基
礎
調
査
報
告
書
』
慶
北
大
学
校
考
古
人
類
学
科
・
慶
尚
北
道
亀
尾
市
。

（
5
2
）
　
金
乗
模
・
申
英
浩
、
一
九
九
六
『
文
殊
山
城
〈
発
掘
調
査
報
告
書
〉
』
『
漢
陽
大
学
校
博
物
館
叢
書
』
第
二
十
二
輯
、
漢
陽
大
学
校
博
物
館
・
㈱
コ
ー
ロ

　
　
ン
建
設
。

（
5
3
）
　
任
孝
宰
・
崔
鍾
澤
、
一
九
九
一
『
早
朝
山
城
　
整
備
復
元
の
た
め
の
土
城
肚
試
掘
調
査
報
告
書
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
博
物
館
。

（
5
4
）
　
忠
北
大
学
校
博
物
館
、
一
九
八
二
『
上
党
山
城
地
表
調
査
報
告
書
』
忠
清
北
道
清
州
。

（
5
5
）
　
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
六
『
扶
蘇
山
城
発
掘
調
査
報
告
書
』
ソ
ウ
ル
。

（
5
6
）
　
薬
煕
国
、
｛
九
六
五
「
太
白
山
城
踏
査
記
」
『
考
古
民
俗
』
｝
九
六
五
年
第
二
号
。

（
5
7
）
　
サ
永
墜
、
一
九
八
八
「
李
朝
初
期
同
月
の
分
布
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
八
年
第
一
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。
罪
星
団
、
一
九
九
二
「
李
朝
時
期
峰
燧
の
組

　
　
織
と
運
営
」
『
金
日
成
綜
合
大
学
学
報
』
社
会
科
学
（
歴
史
法
学
）
第
三
十
八
巻
第
三
号
。
酒
寄
雅
志
、
一
九
九
六
「
朝
鮮
半
島
の
峰
燧
」
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び
や
ま
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
と
ぶ
ひ

　
　
ム
　
古
代
国
家
と
の
ろ
し
一
宇
都
宮
市
飛
山
城
跡
発
見
の
峰
跡
を
め
ぐ
っ
て
一
』
所
収
。

（
5
8
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
九
一
『
梁
山
雲
寂
山
峰
霞
台
精
密
地
表
調
査
報
告
』
圓
寂
山
峰
燧
台
保
存
会
。
李
東
注
、
一
九
九
七
『
密
陽
推
火
山
・
終
南
山
峰
燧
台

　
　
復
元
資
料
収
集
基
礎
調
査
報
告
』
東
亜
大
学
校
博
物
館
。
沈
思
謹
・
李
東
注
、
一
九
九
九
『
佐
耳
山
峰
燧
台
地
表
調
査
報
告
書
』
固
城
郡
・
東
亜
大
学
校

　
　
博
物
館
。

（
5
9
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
九
一
『
前
掲
報
告
』
。

（
6
0
）
　
羅
東
旭
、
「
九
九
五
「
江
西
野
天
加
筆
煙
雲
山
峰
盤
台
地
表
調
査
」
『
博
物
館
研
究
論
集
臨
三
、
釜
山
広
域
市
立
博
物
館
。

（
6
1
）
　
西
谷
正
、
一
九
八
七
「
石
釜
に
つ
い
て
」
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
創
刊
5
0
年
記
念
特
大
号
、
東
京
。

（
6
2
）
　
倭
城
吐
研
究
会
、
一
九
七
六
『
倭
城
』
1
、
東
京
。

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

一
四
一



　
　
　
　
李
朝
考
古
学
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
．

（
6
）
　
城
郭
談
話
会
、
　
　
九
九
七
『
倭
城
の
研
究
』
創
院
号
。
一
．
○
○
○
年
に
出
た
第
四
号
が
最
新
号
で
あ
る
。

（
6
4
）
　
釜
山
大
学
校
置
目
文
化
研
究
所
、
一
九
六
一
「
慶
南
の
倭
城
趾
』
。
ゴ
仲
喚
・
趙
啓
綴
・
沈
奉
識
、
〔
九
七
六
，
昌
原
郡
内
聖
母
調
査
報
告
」
田
石
堂
論

　
　
叢
』
第
一
輯
、
東
亜
大
学
校
・
石
堂
学
術
研
究
奨
励
会
。

（
6
5
）
　
沈
奉
謹
、
一
九
八
六
「
蔚
山
倭
城
・
兵
営
城
壁
』
「
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
十
二
冊
。
二
流
謹
、
二
〇
〇
〇
、
倭
城
」
『
考
古
学
に
よ

　
　
る
日
本
歴
史
』
六
　
戦
争
、
雄
山
閣
出
版
。
そ
の
他
、
順
天
人
学
校
博
物
館
・
順
天
市
、
一
九
九
七
『
順
天
剣
丹
山
城
と
倭
城
』
な
ど
が
あ
る
。

（
6
6
）
　
西
谷
正
、
一
九
七
九
「
鳥
嶺
を
行
く
」
『
忠
大
新
聞
』
第
四
百
三
卜
九
口
7
～
（
西
谷
正
、
↓
九
八
一
『
韓
国
考
占
通
信
』
所
収
、
学
生
祉
）
。

（
6
7
）
　
崔
仁
善
、
一
九
九
五
『
迦
智
山
添
林
寺
－
精
密
地
表
調
査
1
』
『
順
天
大
学
校
博
物
館
地
方
文
化
資
料
叢
書
』
第
五
。

（
6
8
）
　
林
永
珍
、
二
〇
〇
〇
「
和
順
公
林
寺
堆
調
査
成
果
」
「
博
物
館
新
聞
』
第
一
．
一
百
四
卜
四
号
。

（
6
9
）
　
一
九
八
七
「
平
壌
鍾
の
《
重
さ
》
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
七
年
第
三
号
。

（
”
）
　
ホ
・
ス
ン
サ
ン
、
一
九
八
四
「
金
剛
山
か
ら
発
見
さ
れ
た
金
銅
仏
と
紙
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
四
年
第
三
号
。

（
7
1
）
　
八
九
鎮
、
↓
九
七
九
「
朝
鮮
初
期
王
陵
制
度
一
世
宗
大
王
旧
幕
陵
遺
蹟
を
中
心
と
し
て
一
」
『
白
山
学
報
』
第
二
十
五
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
7
2
）
　
崔
淳
雨
、
一
九
六
二
「
温
寧
君
墓
出
土
の
粉
青
砂
器
」
『
美
術
資
料
』
第
六
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
7
3
）
　
翰
林
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
一
『
王
女
福
蘭
胎
室
発
掘
報
告
書
』
『
翰
林
大
学
校
博
物
館
研
究
叢
書
』
五
、
春
川
。

（
7
4
）
　
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
九
『
西
三
陵
胎
室
』
、
ソ
ウ
ル
。

（
7
5
）
　
田
鰻
益
・
呉
ガ
ン
ウ
ォ
ン
、
一
九
九
五
「
春
川
地
域
所
在
胎
室
・
胎
封
に
関
す
る
一
考
察
－
調
査
報
告
を
兼
ね
て
一
」
『
春
川
文
化
』
第
十
号
。
洪
性

　
　
益
、
一
九
九
八
「
江
原
地
域
胎
室
に
関
す
る
研
究
1
全
国
茶
室
調
査
を
兼
ね
て
！
」
「
第
八
胆
管
原
道
郷
土
文
化
史
研
究
発
表
会
発
表
資
料
集
』
。

（
7
6
）
　
東
亜
大
学
校
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
『
密
陽
古
法
里
壁
画
墓
］
現
場
説
明
会
資
料
。

（
7
7
）
　
沈
奉
謹
・
朴
廣
春
、
一
九
九
五
『
金
海
徳
山
里
民
墓
群
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
二
十
三
珊
。

（
7
8
）
　
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
、
一
九
七
四
『
居
流
屯
馬
指
壁
画
古
墳
お
よ
び
灰
榔
墓
発
掘
調
査
報
告
』
ソ
ウ
ル
。

（
7
9
）
　
サ
世
英
・
金
右
下
、
一
九
九
二
『
全
州
李
氏
泰
安
君
墓
（
双
六
）
発
掘
調
査
報
告
書
』
高
麗
大
学
校
博
物
館
・
京
畿
道
・
韓
国
土
地
開
発
公
祉
。
雰
世

　
　
英
・
金
右
臨
・
金
相
徳
、
一
九
九
二
『
全
州
李
氏
瑞
原
警
語
墓
域
発
掘
調
査
報
告
需
」
同
型
。
金
右
臨
・
朴
聖
實
、
↓
九
九
三
『
韓
山
李
氏
忠
蘭
公
李
基

　
　
詐
合
葬
墓
発
掘
調
査
報
告
書
］
京
畿
道
・
大
韓
住
宅
公
社
。

（
8
0
）
　
鄭
良
護
、
一
九
六
三
『
宣
徳
十
年
銘
粉
青
砂
器
墓
誌
』
『
美
術
資
料
』
第
七
号
。
崔
営
林
、
一
九
八
四
「
朝
鮮
時
代
墓
誌
の
種
類
と
形
態
に
関
す
る
研



（
8
1
）

（
8
2
）

（
8
3
）

（
8
4
）

（
8
5
）

（
8
6
）

（
8
7
）

（
8
8
）

（
8
9
）

　
　
館
、

（
9
0
）

　
　
会
、

（
9
1
）

（
9
2
）

（
9
3
）

（
9
4
） 究

」
『
古
文
化
』
第
二
十
五
輯
。
藤
沢
一
夫
、
一
九
九
一
「
李
朝
の
白
磁
墓
誌
－
境
形
「
三
石
盒
」
を
伴
う
洪
義
臣
夫
人
常
事
の
墓
誌
1
」
『
目
の
眼
』
酷
一

八
○
、
大
阪
。

　
西
谷
正
、
二
〇
〇
〇
「
古
上
野
・
高
取
と
朝
鮮
時
代
の
陶
磁
」
『
東
洋
陶
磁
学
会
会
報
』
第
四
十
号
、
東
京
。

　
梨
花
女
子
大
学
校
博
物
館
、
一
九
八
四
『
粉
青
沙
器
　
附
N
扶
安
牛
束
里
窯
出
墨
縄
』
『
特
別
展
図
録
』
（
1
3
）
。

　
姜
敬
淑
、
一
九
八
六
『
粉
青
沙
器
研
究
』
一
志
社
。
チ
ョ
・
テ
イ
ル
、
一
九
八
九
「
粉
青
沙
器
の
種
類
と
特
性
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
九

年
第
一
号
。

　
金
掘
媛
、
一
九
九
五
『
朝
鮮
前
期
陶
磁
の
研
究
－
分
院
の
設
置
を
中
心
と
し
て
f
』
学
研
文
化
社
。
金
英
媛
、
一
九
九
五
「
世
宗
年
間
の
陶
磁
に
関
す

る
考
察
」
『
美
術
資
料
』
第
五
十
五
号
。

　
霜
崩
誤
、
一
九
九
九
「
朝
鮮
時
代
の
磁
器
」
『
東
洋
陶
磁
』
第
二
十
八
号
。
金
元
龍
（
西
谷
正
訳
）
、
一
九
七
六
『
韓
国
美
術
史
』
名
著
出
版
、
東
京
。

　
張
南
原
、
↓
九
八
九
「
朝
鮮
時
代
後
期
白
磁
の
新
し
い
傾
向
」
『
考
古
美
術
』
百
八
十
三
。

　
李
源
福
、
一
九
八
七
「
朝
鮮
白
磁
に
現
わ
れ
た
葡
萄
画
」
『
美
術
資
料
』
第
三
十
九
号
。

　
白
富
欽
、
一
九
八
七
『
青
画
白
磁
研
究
（
1
）
1
初
期
青
画
に
設
定
さ
れ
た
明
六
模
倣
説
の
批
判
と
創
作
説
提
起
』
第
一
文
化
社
。

　
崔
敬
和
、
一
九
九
六
「
編
年
資
料
を
通
し
て
見
た
十
九
世
紀
愚
盲
白
磁
の
様
式
的
特
徴
」
『
美
術
史
学
研
究
』
二
百
十
二
号
。
梨
花
女
子
大
学
校
博
物

　
　
一
九
九
四
『
広
州
分
院
里
窯
青
画
白
磁
隔
『
特
別
展
図
録
』
（
2
2
）
。

　
李
鍾
宣
、
一
九
八
五
「
朝
鮮
前
期
青
函
白
磁
の
い
く
つ
か
の
問
題
」
『
歴
史
学
と
考
古
学
』
第
二
十
八
回
全
国
歴
史
学
大
会
発
表
要
旨
。
東
洋
陶
磁
学

　
　
一
九
九
九
「
1
公
開
討
論
1
「
青
花
磁
器
」
に
つ
い
て
」
『
東
洋
陶
磁
』
第
二
十
八
号
。

　
梁
性
順
、
一
九
八
七
「
鉄
砂
に
関
す
る
研
究
」
『
考
古
歴
史
学
志
』
第
三
輯
、
釜
山
。

　
西
谷
正
、
一
九
九
一
「
日
本
出
土
の
李
朝
陶
磁
器
」
『
季
刊
青
丘
』
第
八
号
、
東
京
。
西
谷
正
、
一
九
九
六
「
韓
国
陶
磁
と
日
本
の
交
流
問
題
」
『
東
洋

陶
磁
』
＜
o
一
b
朝
。

　
森
村
健
一
　
一
九
九
二
「
粉
青
沙
器
か
ら
釜
山
窯
系
へ
展
開
i
十
五
～
十
七
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
遺
跡
出
土
品
と
比
較
し
て
一
」
胸
考
古
歴
史
学
志
』

第
八
輯
。

　
片
山
ま
び
、
一
九
九
八
「
十
六
世
紀
の
朝
鮮
陶
磁
と
草
創
期
の
唐
津
焼
と
の
比
較
研
究
一
「
近
世
的
な
窯
業
」
の
萌
芽
を
視
座
と
し
て
一
」
『
朝
鮮
学
報
』

第
百
六
十
七
輯
、
天
理
。

李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

一
四
三



李
朝
考
古
学
の
諸
問
題

四
四

（
9
5
）
　
正
林
護
編
、
一
九
八
五
『
金
石
城
一
長
崎
県
下
県
郡
厳
原
町
所
在
1
』
『
厳
原
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
集
、
厳
原
。

（
9
6
）
　
内
田
律
雄
、
一
九
八
五
「
菅
谷
地
区
出
土
の
李
朝
系
古
瓦
に
つ
い
て
」
『
史
跡
富
田
城
跡
菅
谷
地
区
一
第
一
次
発
掘
調
査
漸
漸
1
』
松
江
。
渡
辺
誠
、

　
　
一
九
九
二
「
富
田
城
の
李
朝
系
滴
水
瓦
」
『
歴
史
手
帖
』
第
二
十
巻
一
号
、
東
京
。
美
濃
口
紀
子
、
一
九
九
八
「
熊
本
城
出
土
の
李
朝
系
軒
丸
瓦
1
い
わ

　
　
ゆ
る
「
日
足
紋
瓦
」
を
め
ぐ
る
問
題
1
」
『
織
豊
城
郭
』
第
五
号
、
甲
西
。

（
9
7
）
　
西
田
大
輔
編
、
二
〇
〇
〇
『
朝
鮮
通
信
使
帰
館
跡
一
福
岡
県
糟
屋
着
倒
宮
町
所
在
遺
跡
の
調
査
1
』
『
新
宮
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
十

　
　
七
集
、
新
宮
。


